
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.640
10

自
動
ド
ア
入
り
し
時
に
渡
さ
れ
し

「
振
り
込
め
サ
ギ
注
意
」
の
メ
モ
帳
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

茎
ふ
と
く
屋
根
近
く
ま
で
の
ひ
ま
わ
り
は

夏
の
日
に
向
か
い
輝
い
て
い
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

家
族
皆
毎
朝
母
の
部
屋
の
ぞ
き

い
っ
て
き
ま
す
と
声
か
け
て
ゆ
く
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子

数
十
年
ゴ
ミ
を
埋
め
た
て
島
と
な
り

い
ず
れ
は
こ
こ
も
ビ
ル
街
と
な
る
　
　
　
　
　
三
1

藤
波
不
二
雄

た
だ
一
つ
世
界
に
誇
る
戦
争
放
棄

子
や
孫
に
ま
で
伝
え
ゆ
く
べ
く
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
富

正
午
打
つ
ぼ
ん
ぼ
ん
時
計
震
災
忌
　
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

老
杉
の
霊
気
漂
ふ
夏
の
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
1

村
岡
ト
シ
子

七
夕
や
夢
追
ふ
詩
を
結
び
け
り
　
　
　
　
　
　
本
3

中
野
　
好
一

夏
足
袋
の
こ
は
ぜ
の
き
つ
く
喜
寿
祝
　
　
　
　
南
3

星
野
は
る
ひ

和
菓
子
の
名
ど
れ
も
涼
し
き
老
舗
に
て
　
　
　
辻
　
　
木
下
　
洋
子

熱
帯
夜
母
の
笑
顔
に
夢
覚
む
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
村
松
　
静
子

城
址
の
紫
陽
花
色
を
深
め
け
り
　
　
　
　
　
　
坂
2

栗
田
　
節
子

夕
風
の
吹
き
ぬ
け
に
け
り
鬼
灯
市
　
　
　
　
　
桜
4

平
　
　
良
治

こ
の
医
者
に
掛
る
と
決
め
る
人
間
味
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

一
気
飲
み
自
己
満
足
を
積
み
上
げ
る
　
　
　
　
本
3

藤
原
　
光
信

シ
ャ
ワ
ー
浴
び
体
を
癒
や
す
エ
コ
の
夏
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

背
中
曲
げ
読
書
姿
勢
に
な
っ
た
母
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
左
吉

役
不
足
力
が
余
る
二
度
の
職
　
　
　
　
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

ま
た
病
い
孫
の
試
練
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

新
し
い
葦
簾
に
光
る
夏
の
神
　
　
　
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

大
変
の
言
葉
の
彩
を
焙
り
だ
す
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

10
月
1
日
〜
7
日
は
「
公
証
週

間
」
で
す
。
遺
産
相
続
や
金
銭
貸

借
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
公
正

証
書
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
公
証

相
談
は
無
料
で
す
。

問
合
せ

川
口
公
証
役
場
1
2
2

3
・
0
9
1
1

●
埼
玉
農
林
業
・
農
山
村
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
（
仮
称
）
案

募
集
期
間
　
9
月
13
日
（
月
）
〜

10
月
12
日
（
火
）

問
合
せ

県
農
業
政
策
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
4
0
3
1

●
ふ
る
さ
と
埼
玉
の
緑
を
守
り
育

て
る
条
例
の
一
部
改
正
骨
子
案

募
集
期
間
　
9
月
1
日
（
水
）
〜

9
月
30
日
（
木
）

問
合
せ

県
み
ど
り
再
生
課
1
0

4
8
・
8
3
0
・
3
1
4
9

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

A

敬
老
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

9
月
末
現
在
で
満
88
歳
（
大
正

10
年
10
月
1
日
〜
大
正
11
年
9
月

30
日
生
ま
れ
）、
満
99
歳
（
明
治

43
年
10
月
1
日
〜
明
治
44
年
9
月

30
日
生
ま
れ
）
の
方
へ
、
9
月
20

日
（
月
・
祝
）
ご
ろ
に
記
念
品
を

お
届
け
し
ま
す
。

A

手
話
講
習
会
（
初
級
）

日
　
時

10
月
21
日
〜
23
年
3
月

17
日
の
毎
週
木
曜
、
計
20
回
、
午

前
9
時
45
分
〜
11
時
45
分

場
　
所

や
す
ら
ぎ
会
館

対
　
象
　
中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
在
勤
者
で
、

入
門
コ
ー
ス

を
修
了
し
た

方
、
ま
た
は

修
了
と
同
程
度
の
方
30
人

費
　
用

1
2
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
）

申
込
み
　
10
月
1
日
（
金
）
ま
で

に
窓
口
ま
た
は
電
話
で

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
者
同

士
、
気
軽
に
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
相
談
し
づ
ら
い
こ
と
を
何
で

も
言
葉
に
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

9
月
16
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
さ

れ
て
い
る
ご
家
族
、
過
去
に
介
護

さ
れ
た
経
験
が
あ
る
方
、
家
族
会

の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

日
　
時

9
月
13
日
（
月
）
午
後

2
時
〜
3
時
半

場
　
所

特
別

養
護
老
人
ホ
ー

ム
　
ベ
ル
ホ
ー

ム
1
階
ホ
ー
ル

内
　
容

「
運
動
教
室
」
正
し
い

基
本
動
作
を
学
び
ま
し
ょ
う

講
　
師

長
嶺
芳
文
氏
（
な
が
み

ね
治
療
院
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
20
人

持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
（
パ

ン
ツ
等
）、
タ
オ
ル

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

第
8
回

認
知
症
家
族
の
集
い

社
会
福
祉
協
議
会

1
2
8
5
・
8
1
7
1

認
知
症
予
防
教
室

公
証
週
間
の
ご
案
内

意
見
を
募
集
し
ま
す

県
民
コ
メ
ン
ト
制
度

オータムジャンボ宝くじの賞金は、
1等・前後賞合わせて2億5千万円！
A 1 等＝ 1 億5,000万円 ×13本 A前後賞＝各
5,000万円 A 2 等＝ 1,000万円×130本 A 3
等＝ 50万円×1,300本
発売期間 9 月27日（月）～10月19日（火）
抽 選 日 10月26日（火）
※この宝くじの収益金は市町村の明るいま
ちづくりや福祉向上のために使われます。



7
6

日
　
時
　
9
月
18
日
（
土
）
午
前

11
時
か
ら

場
　
所
　
西
公
民
館

内
　
容

学
校
給
食
の
良
さ
を
わ

か
っ
て
も
ら
う
た
め
の
展
示
や
試

食
な
ど

費
　
用

1
食
2
5
0
円
他
実
費

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
学
校
給
食
を
考

え
る
会
・
栗
原
1
2
8
1
・
6
9

0
2

日
　
時
　
9
月
26
日
（
日
）
q
午

後
1
時
開
演
、
w
午
後
6
時
開
演

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
ダ
ヴ

出
　
演

佐
々
木
敢
一
、
バ
ッ
キ

ー
白
片
兄
弟
、
向
坂
卓
人
、
秋
山

望
、
鳩
ヶ
谷
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ブ

費
　
用
　
昼
夜
各
2
5
0
0
円

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ

ブ
・
千
石
1
2
8
4
・
9
4
0
7

日
　
時
　
10
月
9
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

場
　
所
　
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
戸
田
市
笹
目
5
〜
37
〜
14
）

内
　
容

探
検
ツ
ア
ー
、
水
質
実

験
体
験
教
室
、
縁
日
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
で
大
人
気
の

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
等
多
数
イ
ベ
ン

ト
あ
り
（
費
用
は
無
料
）

問
合
せ

7
埼
玉
県
下
水
道
公
社

荒
川
左
岸
南
部
支
社
1
0
4
8
・

4
2
1
・
5
8
6
1

応
募
方
法
　
10
月
31
日
（
日
）
ま

で
に
、
手
紙
本
文
（
150
字
以
内
）

ま
た
は
川
柳
と
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
、
ペ
ン

ネ
ー
ム
（
希
望

の
場
合
）
を
記

載
し
、
郵
送
、

メ
ー
ル
、
ま
た

は
、
公
民
館
や
公
立
保
育
所
等
に

設
置
し
た
投
函
箱
へ
。
※
選
考
の

う
え
、掲
載
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

原
稿
は
返
却
不
可
。

問
合
せ
　
は
と
が
や
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
〒
3
3

4
｜
0
0
1
3
南
6
〜
18
〜
1
〜

916
、
E
メ
ー
ルharm

ony_hatog
aya@

yahoo.co.jp

、（
連
絡
先
気

付
）
子
育
て
ひ
ろ
ば
ポ
ッ
ポ
　
1

2
8
7
・
4
6
1
1

日
　
時
　
9
月
26
日
（
日
）
午
前

9
時
半
か
ら

場
　
所
　
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
鳩
ヶ

谷
集
会
所

費
　
用

1
2
0
0
円
（
昼
食
代

含
む
）

問
合
せ

中
山
1
2
8
5
・
8
1

7
1

日
　
時
　
10
月
3
日
（
日
）
午
後

1
時
半
か
ら

場
　
所
　
西
公
民
館

内
　
容

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
が
ら

が
ら
ど
ん
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る
人
形

劇
と
歌
唱

費
　
用

無
料

問
合
せ

小
林
1
2
8
1
・
6
6

れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

内
　
容

学
校
や
学
部
の
概
要
説

明
、
授
業
見
学
等

申
込
み
　
開
催
の
2
日
前
ま
で
に

電
話
で

問
合
せ

県
立
川
口
特
別
支
援
学

校
1
2
8
3
・
4
1
1
1

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
一
周
年

記
念
誌
発
行
に
向
け
、
子
育
て
に

関
す
る
手
紙
、
川
柳
を
募
集
し
ま

す
。
幅
広
い
世
代
か
ら
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
テ
ー

マ
は
自
由
で
す
。

費
　
用
　
無
料

問
合
せ

県
看
護
協
会
第
7
支
部

（
寿
康
会
病
院
内
）
1

2
5
1
・

2
0
5
0

A

第
36
回
運
動
会
「
紅
組
白
組

が
ん
ば
る
オ
ー
」

日
　
時
　
9
月
12
日
（
日
）
午
前

9
時
40
分
か
ら

※
雨
天
の
場
合
9
月
14
日
（
火
）

A

学
校
見
学
会

日
　
時

小
学
部
＝
9
月
22
日

（
水
）、中
学
部
＝
9
月
16
日（
木
）、

高
等
部
＝
9
月
21
日
（
火
）
い
ず

日
　
時
　
9
月
17
日
（
金
）
午
後

1
時
半
〜
3
時
半

場
　
所
　
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
・
リ
リ
ア
1
階
催
し
広
場

内
　
容

q
地

域
の
救
急
医
療

を
考
え
る
、
w

あ
な
た
に
も
で

き
る
救
急
法

講
　
師

q
直

江
康
孝
氏
（
川
口
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
）、

w
川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
看
護
師

11
No.640

「
あ
な
た
の
手
紙
」

「
子
育
て
川
柳
」
募
集

看
護
協
会
市
民
講
座

県
立
川
口
特
別
支
援

学
校

が
ら
が
ら
ど
ん
30
周
年

人
形
劇
ま
つ
り

第
9
回
ハ
ワ
イ
ア
ン

コ
ン
サ
ー
ト

将
棋
大
会

荒
川
・
下
水
道
フ
ェ

ス
タ
2
0
1
0

第
15
回
給
食
ま
つ
り

キ
リ
ス
ト
教
に
は
、
古
来
よ
り

信
者
が
犯
し
て
は
な
ら
な
い
7
つ

の
戒
め
が
あ
る
と
さ
れ
る
。傲
慢
、

嫉
妬
、
憤
怒
、
怠
情
、
強
欲
、
暴

食
、
色
欲
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
人

間
な
ら
で
は
の
有
り
様
だ
。
こ
れ

ら
の
7
つ
の
大
罪
は
、
ル
ネ
サ
ン

ス
を
迎
え
る
ま
で
信
者
の
心
や
生

活
を
縛
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
人
間
は
も
と
も
と
社

会
的
な
動
物
で
あ
る
。
生
活
向
上

の
た
め
に
は
、「
欲
」
も
必
要
で

資
本
主
義
発
展
の
源
と
な
っ
た

が
、
行
き
過
ぎ
た
欲
は
一
方
で
大

き
な
混
乱
を
招
い
た
。

こ
う
し
た
人
間
や
社
会
の
あ
り

方
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
イ
ン

ド
独
立
の
父
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ

ー
で
あ
る
。
当
時
、
イ
ン
ド
は
大

英
帝
国
の
植
民
地
で
あ
り
、
国
民

は
服
従
を
強
い
ら
れ
た
。
彼
は
、

現
実
社
会
の
貧
し
い
論
理
を
「
7

つ
の
社
会
的
大
罪
」
と
し
て
痛
烈

に
批
判
し
た
。
鳩
山
前
首
相
が
施

政
方
針
演
説
で
も
取
り
上
げ
た

が
、
そ
れ
は
「
理
念
な
き
政
治
」

「
労
働
な
き
富
」「
良
心
な
き
快
楽
」

「
人
格
な
き
教
育
」「
道
徳
な
き
商

業
」「
人
間
性
な
き
科
学
」「
犠
牲

な
き
宗
教
」
の
７
項
目
で
あ
る
。

物
質
的
豊
か
さ
は
幸
せ
を
も
た

ら
し
た
の
か
、
人
間
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会

シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
の
か
、
政
治

は
変
わ
っ
た
の
か
、
ガ
ン
ジ
ー
は

今
も
な
お
、
そ
の
理
念
や
哲
学
を

政
治
の
理
念

問
い
か
け
て
い
る
。

私
は
、
政
治
家
と
し
て
、
常
に

心
掛
け
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
政
治
は
責
任
が
伴
う
こ
と
」「
政

治
の
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
」

「
政
治
の
道
筋
に
は
品
性
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
」
な
ど
で
あ
る
。

政
治
の
究
極
の
目
的
は
市
民
の

安
寧
と
生
活
向
上
に
あ
る
。
目
的

実
現
の
た
め
に
は
、
理
念
に
裏
打

ち
さ
れ
た
適
切
で
タ
イ
ム
リ
ー
な

政
策
が
必
要
だ
。
目
前
の
事
象
に

と
ら
わ
れ
過
ぎ
な
い
よ
う
、
ま
た

理
想
に
走
り
過
ぎ
な
い
よ
う
現
実

的
な
対
応
も
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
念
頭
に
、
様
々
な
人

の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
私
な
り
の

政
治
哲
学
を
確
立
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
。
道
半
ば
で
あ
る
が
、
ガ

ン
ジ
ー
が
問
う
政
治
理
念
を
思
い

描
き
な
が
ら
、
悪
戦
苦
闘
す
る
毎

日
で
あ
る
。


